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玉川の水質調査について（第／報）

秋田咽：衛生科学研究所
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l勁欝樅響綾と調配り目的

本調査の対象である玉J11は秋田県を半ば貫流す

る雄物）1|の支流であつて，涸を仙北郡田沢湖町大

字田沢の大深岳に発し．全長約 7OKmの淘川であ

る。 ただし本調査の目標とするものは玉IIIへ注

ぐ支涜である渋黒川，および玉川混泉を洞とする

渇川から檜木内JIIとの合流前までの河川であつて，

大深岳を税とする本来の玉川上硫（大深沢川）を

指するものではない。

毒水玉川の名を負うこの玉川温泉は仙北郡の最

北端で．八幡乎村に境する地域に湧出した温泉で．

その特徴は強酸性 (PH12)で．しかも菌出量

が豊富（ 80~9 0 1,/ 8 0 C) ．かつ放射能を

多分に帯ひた北投石を産するということである。

玉川混泉々栢（主として大沸）から噴出する強

酸性の熱湯（ 98℃)は湯J11となつて流下して渋

黒J11に注ぎ，南涜して玉川本JI！と合涜し，更に琉

下して田沢湖東側を過ぎ．角館町附近で檜木内川

と合流．ついには雄物川へ注ぐのである。 その

間若干の支流を入れ、従って毒性が緩和されると

はいうものの．途中脳作物や様造物（発電所たど）

に被害を与え．また檜木内川との合流以前は魚類

の棲息を許さないのである。

しかし一方玉lli温泉はいろいろ特徴のある有効

成分を含んでいて．古来神秘な混泉として世に聞

こえ，最近は療養泉として広く利用されている。

このように玉JII温泉は利用面も広いが．自然の

なす公害も激しい。 その害毒に対して今日まで

除寄対策が施されたかつた訳ではない。そのこと

について以下少しく述ぺて参考に供したいと思う。

玉川混泉の発見年代は明らかではない。 玉川

混泉K関する最初の記録は秋田郡邑志に見えるも

のであつて，延宝 8年 (1680)6月，この地

に灼熱の噴湯が発見されたという記事である。

その次に見えるのは元祁4年 (1690)7月．

浮木黒沢重多ヱ門の撰といわれる「至宝要鉗」の

中の記事であつて．

「玉川村の奥山，南部と御当領（佐竹藩）境の

山に大きたる温泉有，是は山の中段に平成所有

．其処竪二百間許．横百間許．底は皆渇にて．

・・・夫より湯煙のわく音雷のごとくにて．．

・・濫泉の末．一つのにたつて細Illに蹄るるた

り」．

と誌されている。 この文章のままに解釈する

と大きた湯沼のようなものがあつたようにも考え

られるが．現在の地勢から考えてみると，真実で

あつたようにも思えるし．また現在の玉川温泉地

区の凹部を指したものではたいかと思われる。

この凹部には現在大小多数の噴気孔があり．その

1 ~2から疵湯の湧出する忙しても主流をなすも

のは噴気の大釜．噴気熱湯の大沸および黙湯の王

様であろう。

この黒択元重は旧佐竹藩の世臣であつて．財務

に精しいところから延宝年中挙げられて惣山奉行

となった人である。 彼は彼の著「至宝要録」の

中で混泉に触れて書いたが．しかし混泉のことは

本務ではなく．惣山奉行として元和元年(1681)
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彼は小介川正右エ門とともに検使となつて玉川温

泉の地渋黒沢へ視察に往いた目的は硫黄採掘に関

した行政事務であつた。 この玉川の硫黄山のこ

とは秋田郡邑志にも．士た「秋田領内諸金山箇所

年数帳にも延宝8年から受山（請』欝．っまり民間

でも硫黄採堀と販売ができる）となつたことが誌

されている。

その硫黄の採掘を早速願い出たものが仙北郡角

館の住人粕谷太郎右エ門と．檜木内村の住人堀野

彊惣左エ門とであった。 しかし毒水に関する記

載は見当らない。

天保12年(1841)となつて角館の住人で

二代目田口幸右エ門喜蔵が藩の要請もだしがた＜，

宗家田口吉右エ門の経済的援助の下に玉川毒水除

毒の工事を開始した。 彼は藩の郡方開発御用係

となって渋黒沢に到り．玉川毒水の状況をつぶさ

に調査した。 その帰結として彼は．玉川毒水の

原因は噴出するガスであろうし．怖入している河

水を他へ導いてガスと接触せしめない。つさり空

噴させるよう湯川を掘り下げることと同時に，湯

川に沈着した湯花は毒素によるものであるから，

これを洗い流しさえすれば毒素量を減らすことが

可能であると考えた。 ょつて彼は善助沢、務沢

の涜水をば新堰によつて他へ導く一方．湯河を掘

り下げて枯渇させ．大湯壺（現在の大沸．大噴．

王様）のガフ．の空噴をねらう工事を起した。 こ

の湯川の掘り下げ工事は熱湯のため困難を極わめ

たばかりでなく．掘りおこした土砂の処置にも困

った。 止むなく堰に 門を設け．水位が増したと

とき 門を開きその水勢を利用して土砂を攪 し

ながら下流へ押し流した。 この操作で下流の毒

水の酸味が滅ることを発見したので彼は窪地に沈

澱池を造り，これに毒水を誘導し，更に土砂を投

入した。 そして湯花のでき度合いを見計い．雨

天などの増水時にエプリという長柄の板で撹きま

わしながら放柿するという掘流法を行った。 こ

れである程度毒水の改善が見られたようであるが，

しかし彼はしばしばガスに中毒し．ついに登山7

年後の嘉氷元年（ 18 4 8) 2月に病歿した。

止むなく喜蔵の子三代目幸右エ門辰松が父の事

業を引き継ぎ．着工後12年目の嘉氷脳手（1852) 

遂に完成した。 この父子二代に亘つた努力の結

として湯川は 1丈余り (3m余）掘り下げられ，

善助沢川の堰堤25 7間．田口堰48 0間の他に

冷水川の堰も完成したのである。 そして着工以

来の 12年間の人夫は延ぺ91 3 3名，米98石

6斗、総経費32. 2 4 4貫25文（当時の米 1 

石が3貫文）という費用であつた。 またこのエ

事によつて稲1束から米3合の増収となり．鱒は

玉川部落まで遡り．鮭か長野部落で獲れるように

なつたという。 この除毒の功によつて幸右エ門

は譜代藩士に取り立てられ．秋田移住になったと

いう。

その後工事現場には番人をおいて管理に当らせ

た。 しかし安政元年（ 18 5 4)大暴風雨で堤

防欠潰した。 その復旧工事中幸右エ門は湯川に

転落して火傷をうけた。 明治2年藩藤改革．藩

庁に引き継ぐまで幸右エ門は自費で改修したが．

その後次第に放棄の形となり，稲も減収となった。

（玉川除毒については平鹿藤五郎の事蹟を述ぺざ

るを得ないが．他日詳述する）。 これらの事態

を見かねて立ちあがつたのは仙北郡鎚見村の小松

市右エ門で．慶応2年（ 18 6 6)のことである。

毒水が土砂を潜るときは毒分の減少することを

基本にして幸右エ門も市右エ門も同様であるが，

市右エ門の方法は毒水をすべてひとまとめにし．

木樋でこれを渋黒沢の左岸の下谷地という窪地に

導いて貯水する。次に粗造堤防を築いて地下滲透

をはかりながら遂次大深沢右岸にまで延ばし，更

に低地に引水して沈澱池を造ろうという構想を樹

て．工事にとりかかつたが，翌年彼は作業屯易川

に転落して負い．下山し．折角の工事も着工後8

年で中止せざるを得ない破目となった。 しかし

この工事の除毒効果のあつたことが故老によつて

語り継がれている。

その後しばらく毒水処理に関した記録はないが，

明治となって川井忠方．新田義徳（明治 13,秋

田県属），石塚鉄平（明 32，陸羽試験場）．柏

谷貢（昭48），巨智野忠承（明44，地質調査

所長）らが現われ，また大正年代となつても井上

薦之助（大3，地質調査所長）及び富氷升，金井

真澄（大7)，佐藤昌（大13)，吉田武郎（大

＂ 



1 4),田中館秀三，吉田武郎（大15)など多

くの学識が輩出したが．大概調査程度で，実施着

工には移らなかつたようである。

昭和3年6月には長林省から杉浦翠技師． 7月

には東大から麻生慶次郎が来つて現地視察．また

8月となつて農林省から係官が5名．秋柑視から菊

地竹一郎ら 5名．計 10名の合同調査となり．40

日間に亘る視察調査の結果．滲透式上水路法、つ

まり粘土でできた水路をつくり．これに毒水を導

いて滲透せしめるという方法を採択し． 6月には

国厘補助．県負担で施工， 8月9月に通水したと

ころ粘士が毒水に溶けて．速いものは 3時間．遅

いものでも 3日以内には水路が陥没し，崩壊して

しまつた。

昭和9年となつてその年の 6月から 10年7月
にかけて小野金吾（地調長）および三浦彦次郎ら

の調査となり、寄水の地下注入法（毒水を地下の

粘士岩石層に滲透せしめる方法）を考察し．ある

程度の成功を収めた。

昭和11年 10月．下川善之助（地調所長）．

三浦彦次郎．塩入松三郎（晨林省）らが再度三浦

彦次郎考案の地下注入法を試みたところ．灌漑取

入口で完全に除毒されることがわかつた。 そこ

で14年匠は玉川河水統制計画協定書が歴林省と

東北振興株式会社との間にでき． 16年には維持

管理に要する費用のことなど検討された。

昭和23年 8月には日発会社の主催で．秋田県．

器林省．商工省．地元研究家からなみ玉JII毒水除

毒研究委員会が結成され． 10日間に亘り委しく

現地を調査したが、その時点では地下注入法にま

さる良法がないという結論に到達した。 ただ送

湯路は2本として万全を期すぺしということにな

つた。 この委員会は30名の委員で構成された

が．そのうちの主な参加者は．県では池田徳治知

事．鷲尾 竜．花輪昌幸ら．学会では山本忠興．

渡辺万次郎．富氷斉．青山士．菊地英彦．大橋良

ー．三浦彦次郎ら．会社側では大宮利左エ門．大

河原旭．武田良乎．佐久間五郎らであつた。

昭和27年 10月．本工事の 7割が完成．これ

に通水したところ翌28年 4月となつて塩焼陶管

（支線）に毒水が滲透し，雪崩も手伝つて各支線

—l定

溜前前後の本水跳が 10ないし20mに亘つて陥

没してしまつた。 2 9年 6月にも同様の故障を

生じたのであるが．この失敗は連結部位における

耐粕．耐酸性資材に欠けることに原因すると思わ

れた。

以上述べてきた方法以外に二．三0試案がない

訳ではなかった。 田口幸右エ門は地中のガスの

ため地下水の有毒化されることを推定して深い穴

を堀り．其処からガスを空噴させる方法を考たが

大正となつて田中館秀三も同様の考えをたてた。

昭和となつて近藤忠三は電探法忙よつてガスの

充滴した地下に1大空洞のあることを知り．その

ガスをポーリングによつて空噴させることを提案

したが．実現には至らなかつた。

また化学的効果をねらつた安山岩塊水跨除毒法

ゃ石灰石忙よる中和法も考えられた。

しかし前老では効率が期待され難く．後者では期

待が充分であつても石灰石の入手と運搬，つまり

費用の点が問顆となつた。 今後如何ように除毒

対策が発展して行くか 目して待っべ裟ある。

なお秋田郡邑志．至宝要告に記載され．田口幸

右ヱ門に火傷を負わせた玉Jli温泉はいつの頃から

入浴に応用されたか不明であるが，玉川伽黄採掘

の角館住人柏谷太郎右エ門が明治 15年(1882)

初めて時の県令石田英吉に対して「湯治場開設願」

を差し出したところ 17年とかつて赤川県令から

許可指令が下附された。 その後明治 32年とな

つて柏谷から同町の陶光謙に譲渡され＋こ。 大正

を経て昭和の初期．玉l旧温泉（当時は鹿湯の名称

であつた）は陶光謙と湯瀬の初代関直右エ門の共

同経営となったが．昭和7年から後者の個人経営

となった。 関直．勺エ門は道路開発に意をそそぎ，

次代の昭和 26年とたつてバスの開通となつた。

この問 18年には初代直右エ門は長逝したが．玉

川温泉研究会が発足したのもこの年である。 禍

泉分析・湯花分析．数々の療養研究成績について

は此処に述ぺなか。

さて玉川毒水が田沢湖に流入したのけ昭和 15 

年1月からで．流入によつて湖水水質の悪化を招

くことは当然であろう。 もちろん玉川毒水は自

然の公害であるが．その除害対策は私共に負わさ
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れた大きた課題であると思う。 そのためには予

備的な精密調査が至要であろうと考えられたし．

また除毒作業実施後の河水の変化も併せて行うペ

きものであると考えられる。 今回の調査はさ

現状をありのまま把握しようとした。

Il 調査地点
今回調査の対象となった玉川は．その上蒲から，

玉川が檜木内川と合猜するまで約7OKmの長さで

あるが．これに調査地点を 34カ所設定した。（

川．地点21は支流小和瀬川．地点19は湯淵沢

il I．地点15は尻高沢川．地点14は小野草沢川．
地点 11は先達川．地点9は小先達川．地点7は

生保内川がそれぞれ玉川へ流入前の地点である。

地点12および地点10は玉JII本流における地点

であるが．現在玉川河JI泳の大部分が地点1捌寸近

から疎水道を通つて田沢湖に流入し．余剰の田沢

湖々水は生保内ダムを経て地点8に流下する。

従つて地点 12においてはもちろA．先達川の水

も田沢湖へ注ぐため地点 10 Kおいても硫量が非

図1参照）。 この34地点のうち， 34、33． 常に少ない。 生保内発電所（ダム）をすぎた玉
3 2は玉川混泉から流出する湯川と合流する以前 川は生保内川を入れて神代ダムに到り（地点4,

の地点であり，冷水Illの地点 31も同様である。 5)，抱返神社境内の地点3を過ぎて，やがて地

また地点27は大深沢川が渋黒川と合流する以 点2,1とたるが．地点1はなお玉ll1と檜木内JII 

前の地点である。 同様に抽点 25は支流戸瀬沢 との合流前であり，此処からは角館町が近い。

図 1 玉｝Ii調査における採水地点
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表 1 玉JIl調査成績

（昭和 4 3年度）

,> p H Cl, 呵／L So4 叩／£ i 
1 0月！ 12月平均値 10 月 12 月 乎均値 10 月 1 2 月 乎均値，

I 34 6.9 10.2 19.42 

33 i 2.6 28.3 3 59.68 

32 4.0 11.7 50.86 

31 l 8.49 6.0 • 437-9 

3 0 : 1.8 8 15 70.5 6 6.9.97 

29 1.79 43 6.1 20 0.33 • 

28 1 2.2 2.30 2.25 319.l 187.93 2 53.5 2 142.7 2 100.9 1 121.82 

2 7 i 6.85 6.25 6.55 99 9.21 9.5 6 23.05 22.22 2 2.6 4 

26 : 2.4 2.50 2.45 2 0 5.6 131.21 168.41 99.59 75.23 87.41 

2 5, 7.0 6.25 6.68 6.7 7.0 7 6.90 6.7 5 4.94 5.85 

2 4. 2.5 2.70 2.60 170.2 5.6 7 87.9 4 99.92 61.24 80.5 8 

28 2.6 2.80 2.7 0 134.7 62.40 98.55 88.5 6 49.22 68.89 

22 2.7 2.80 2.7 5 13 4.7 60.99 9 7.85 65.52 52.02 58.77 

21 6.6 6.25 ;6.48 6.7 7.80 7.25 1 514 6.91 11.03 

20 2.75 2.95 2.85 1 6 8.1 63.11 1 1 8.1 1 62.55 42.29 52.92 

19 6.9.5 6.5 0 6.73 6.7 7.80 7.2 5 7.41 7.90 7.66 

18 2.8 2.90 2.85 14 8.9 65.24 107.0 7 5 7.9 4 47.41 52.68 

17 2.9 3.3 0 3.10 88.6 40.42 64.51 4 6.7 5 31.11 38.9 8 

16 3.4 6.50 4.9 5 44.6 7.0 9 2 5.85 31.11 8.72 19.9 2 

15 7.25 6.3 5 6.80 6.0 7.09 6.55 16.30 6.42 11.32 

14 6.75 6.70 6.78 6.7 6.3 8 6.54 16.7 9 20.25 、l8J, 2 
珈・.t, 3.25 3.50 3.3 8 4 9.6 22.85 

13 8.25 3.7 5 3.50 2 2.3 2 2.6 9 22.5 0 31.23 26.67 28.95 

12 7.1 6.40 6.75 8.5 8.51 8.51 77.26 18.6 0 47.9 3 

11 7.1 6.6 0 6.85 9.5 10.3 8 9.94 39.12 4 9.88 44.50 

1 0 7.4 6.7 0 7.0 5 8.8 2.51 5.66 23.50 5.10 1430 ， 7.7 6.75 7.2 3 12.7 9.92 11.31 34.52 15.81 24.92 
8 6.9 4.2 5.55 1 0.2 19.85 15.0 3 20.87 1 9.92 20.40 
. 7 6.75 6.75 6.7 5 7.0 7.0 9 7.05 2 5.97 41.98 33.98 

6 51 6.0 5 5.5 8 8.8 14.8 9 11.85 22.02 3 5.67 28.85 

5 4.9 6.2 5 5.58 18.0 12.7 6 15.88 16.44 37.8 6 2 7.15 
： 4 4.9 5.70 5.3 0 17.7 15.60 16.65 17.09 21.40 1925 

! 3 6.8 6.90 6.85 15.2' 9.92 12.56 23.34 27.71 2 5.53 
i ， 2 4.85 5.9 0 5.38 17.7 1 5.60 16.65 16.11 21.95 19.0 3 

1 4.9 5.40 5.15 18.0 14.18 16.09 恥．82l 1 7.56 89.1 9 
PHは鐙畑グム管理事務所の測定値である。



｀ --128-

表2-(I) 玉川調査成績（昭和 44年度第 1回）

採水地点 採 水・ j i天候 i気温 水温 PHI 1蒸発残留物 K Na  Ca,Mg 
年月日 わ n nl9/¢ 叩／仇 鴫孜吼伶，呼／¢

大噴（玉川温泉々源） 44. 7. 9 曇 18.0 98.0 1.2 27 7 5 8 1.l 4.5.5 164.8; 41.6 

3 4, ＇ 
， ， 11.6 6.9 90 1.0 3.9 6.5 2.2 

8 8 （叫沢川） II ” II 13.6 2.8 628 2.5 5.9 14.2 5.1i 、
3 2 ’ ’ ” l 2.2 4.0 163 1.2 5.1 1 5.7 3.5'. 

8 1 （冷水川） ’ ’ 
II 10.2 5.0 108 0.8 3.8 6.2 1.s I 

8 0 
， 
’ ’ 4 1.4 1.4 1700 14.6 2 5.3, 9 0.5, 6.1 ｛ 

2 9 ’ 
， 
’ 20.0 1.8 698 4.3 1 3.9 2 9.4 2.1 

2 8 44. 7. 1 0 晴 25.0 17.4 2.3 508 1.4 10.3 I 43.'l 7.0i 
2'7 ， ， ， 16.0 7.2 110 1.0 4.4 l 5.1 2.8 

2 6 ’ ’ 27.0 16.6 2.5 388 1.8 6.8 I 32.0 3.8 •. 

2 5 (戸瀬沢川） ＇ 
， 
26.0 13.6 7.1 60 0.5 8.8! 2.2 0.8. 

24 ’ 
， 
＇ 19.2 2.6 315 1.1 9.4, 1 7.7 4.7; 

→● 

2 8 
， ， 

’ 18.1 2.7 277 1.1 9.5、 15.7 4.1 

2 2 ’ ’ ’ 19.2 2.7 273 1.1 9.6 i 15.7 8.9 

2 1 (小和瀬川）
， ， ， 19.7 6.8 55 0.6 4.0 2.2 1.1 

2 0 ヽ ’ 2 5.0 19.4, 2.8 265 1.2 8.1 12.2 1.4 

1 9（湯淵沢川） ， ， 24.4 18.0 7.2 51 0.4 4.1 4.2 1.4, 

I 8 ’ 
， 
’ 20.0 2.7 227 1.8 8.1 14.8 8.8 

:“—~ 

1 7 ’ 
， II 19.0 2.9 219 1.6 7.0 12.2 2.9 

-・-
1 6 

， ， ， 18.6 3.3 130 1.0 5.9 9.1 2.4 

1 5（尻高沢川） ’ 
， ， 14.0 7.4, 24 0.2 8. 1 2.5 0.9 

1 4（小野草沢川）
， 
’ 

II 1 8.4 7.5 48 0.3 i 3.5 7.1 1.4 

1 8 ’ ’ 
， 16.8 3.6 I 102 0.6 j 4.6 10.0 2.0 I 

1 2 ’ 
， 
’ 19.0 7.0 66 0.5 4.8 7.1 ・ 1.5

1 1（先達川） II ， 26.8 18.4 7.2 154 0.8 9.0 21.4 3.9 

1 0 ’ 
， ， 

20.6 'l.O 109 0.5 4.0 8.5 1.8 

9 (小先達川）
， /1 ， 20.4 '1.9 248 1.7 11.8 3 1.4, 11.3 

8 4 4. 7. 1 1 ， 25.0 16.0 4.4, 95 0.5 4.6 8.8 1.7 I 

7 （生保内川） ’ 
I 

’ 21.2 7.8 111 0.6 4.3 29.4 2.1 l ； 

6 ’ 
， ， 16.8 4.9 110 0.7 5.0 10.0 2.1 

5 ’ ’ 25.8 19.6 5.1 78 0.6 4.9 ! 18.2 1.7 I 

4l ， 
＇ 
， 17.0 5.1 70 0.7 5.0 9.7 1.9 ! 

3 ’ ’ 26.0 18.6 6.6 81 0.6 6.8 1 8.'1 1.9 
--
2 II ， 27.0 l'7.8 5.0 73 0.7 5.8 10.0 1.9 

1 
， 
＇ 29.8 19.8 5.3 65 0.7 5.1 9.4 1.9 

＇ 
·--一•- ・-+  --...  - -—, ・-
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表 2-(l) 玉川調査成績（昭和 44年度第 1回）

採水 Fe Mn Ce S04 Sio2 Cu l>b Cd zn Do BoD 』

地 点呪／佐 叩／/J, 咤／¢ L受忽 咤／佐 呪／孔 •咤一41 呼／¢ 呵／¢ 喝佐 呪／¢ ＇ 

大噴 '92.50 2.10 38 2 9.6 10 702 ·~Ol.7 0.089 (J.l 0 0.0 3 8 2.7 7 
8 4、 0.32 痕跡 9.9 16.1 21.7 0.062 不検出 不検出 不検出

3 3 5.00 0.26 42.5 295.8 6 3.1 0.0'i8 ヽ II 

＂ 
, 8 2 0.45 0.08 9.2 5 8.7 28.7 0.02 7 

，， 
’ ’ 

3 l. 0.0 6 痕跡 8.5 2 5.2 2 3.8 0.02 2 /1 ， 
’ 

8 0 53.7 5 1.3 8 18 43.9 715.8 196.4 IJ.0 2 7 0.06' Q020 1.64 1.4 

2 9 16.25 0.54, 7 23.3 2 8 9.8 7 7.1 0.026 0.02 0.007 0.50 
I 

2 8 7.50 0.36 3 9 7.1 13 3.5 5 6.1 0.024 不検出 不検出 0.2 7 ＇ 

2 7 ! 0.03 螂 10.3 22.7 2 6.6 0.02 7 ’ 
/t 不検出

， 

2 6 5.06 0.25 3 26.2 90.6 43.5 0.020 ’ 0.002 0.16 8.9 1.2 I 
2 5 l o.o 9 オ蜘 7.8 41 15.7 0.06 2 ’ オ検出 不検出 ！ 
2 4, 3.56 0.2 2 198.5 100.9 47.7 0.013 

， 
0.001 
， 

2 3 3.12 0.19 141.8 6 1.7 4 1.4 0.01 5 ’ ・ UOOl 0.11 8.6 1.1 
2 2 2.62 0.20 1 8 4.7 60.0 43.5 0.082 痕跡 0.001 不検出

2 1 0.03 痕跡 7.0 9.9 14.0 0.069 不検出 不検出 ， 
20 2.18 0.17 81.5 7 2.2 3 5.7 0.019 /I 痕 跡 0.0 7 8.2 1.4 

1 9 0.25 痕跡 7.0 10.2 9.8 0.00 9 ’ 不検出 オ検出
1 8 2.08 0.18 81.5 66.6 3 7.8 0.036 ’ ’ ’ 
J 7 2.31 0.13 9 5.7 5 5.7 3 0.8 0.012 “ " 痕跡 8.5 ll 

1 6 1.13 0.08 48.2 26.8 2 5.2 0.024 II 

“ 不検出
] 5 003 痘~跡 6.3 8.o 12.6 0.021 “ 

， 
” 

1 4, , 0.04 ＇ 6.8 3.0 20.7 0.022 ’ 0.031 ’ 
l1 8 0.8 7 0.0 8 3 1.9 2 8.8 2 0.7 0.042 /1 不検出 ＇ 8.7 1.8 

1 2 0.23 痕跡 9.2 5.8 17.8 0.021 
， 
’ 

II 

1 1 0.28 0.04 11.3 51.8 24.9 0.036 
， ， 畠

1 0 0.21 痕跡 9.2 9.0 18.5 0.018 ’ ’ “ 
'9  0.15 ’ 14.1 48.2 2 5.2 0.010 ’ 0.034 

， 
8 0.23 0.0 7 19.8 17.4 1 5.7 0.017 ’ 不検出 II 

7 0.02 痕跡 7.0 27.0 7.0 0.020 ， ， • 
6 0.12 0.06 17.0 1 9.1 13.6 0.036 痕跡 0.0 0 3 

， 
9.5 1.2 

5 U.12 0.08 17.0 17.6 13.6 0.032 才検出 不検出 ， 
4 0.21 0.07 17.0 18.1 14.8 0.013 ” ’ 

， 
・---
8 0.02 0.04 16.3 22.4 14.0 0.022 /1 

’ ’ 9.3 1.1 
2 0.18 0.06 1 7.0 22.0 1.4.0 0.013 ’ ’ 

． 9.4, 1.4 
1 0.21 0.06 15.6 l'/.6 1 4.8 0.024! I 

， 
I 
， ， 

i 
8.7 1.0 
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表 2-(2) 玉川調査成績（昭和 44年度第 2回）

採 水 気湿 水温
,.. 

K Na 
採水地点

Ca Mg 

年月日
天候 PH 

畷佐 呪／¢ 厚／¢ 噂¢ 咤／/J,℃ ℃ 

大噴（玉川温泉々源） 44.10.22 曇 18.0 98.0 1.2 2596 34.0 4 9.o 120.0 49.2 

8全． ’ 
II ヽ 11.2 6.6 82 1.3 4.6 11.7 2.6 

8 8 （叫沢川） II 

’ II 1 3.0 29 694, 3.9 6.8 16.6 6.0 
8 2 

， ， 
17.0 11.8 4.0 136 1.5 5.2 12.6 8.4 

•ー・

3 1 (冷 ・*・・ 川 ） 
ヽ
’ “ 10.0 3.6 91 1.1 4.0 11.4 2.2 

3 0 
， 
’ ’ 41.0 1.4 1557 22.2 25.8 98.9 31.0 

2 9 
， ， 

’ 19.8 2.1 5 98 8.8 1. 2.o 38.6 11.2 
2 8 44.10. 28 晴 i 7.0 14.0 2.2 4, 98 5.5 11.0 58.6 8.7 

2 7 
， ， 

’ 
， 7.0 110 1.2 7.3 17.1 2.2 

2 6 ’ ’ 15.6 14.8 2.8 436 4.5 11.5 48.0 7.2 
2 5（戸瀬沢川） “ 

， 1. 5.8 12.0 7.1 5 8 0.9 4.4 4.0 0.9 
2 4, ’ 

， ~,,~ 
14.0 2.6 3 90 4.4 11.5 27.7 5.8 

L2 8 ー・

II 

’ ’ 18.0 2.'I 278 8.6 8.3 28.3 4.4 
2 2 ’ 

-, 
18.0 14.0 2.7 338 4.0 9.8 22.9 5.2 

2 1（小和瀬川） ＂ 
， ， 15.0 6.8 50 0.9 4.2 ti.3 1.1 

2 0 ’ 
， 
16.4 1 4.t) 2.8 310 8.7 9.5 8 8.7 4<.6 

1 9（湯淵沢川） ． ’ i7.0 1 8.5 7.2 45 0.9 4.5 5.7 1.2 
1 8 ’ ’ 

， 
13.6 2.8 284 3.7 9.2 8 1.4 4.6 

1 7 ’ ’ 
， 
14.0 2.9 221 3.5 9.5 2 8.4 4.0 

1 6 ” 
， ， 12.6 8.4 140 1.5 5.8 14.3 3.0 

_! 5（尻高沢川） ’ 
， 
19.2 1 1.4, 7.3 8 3 0.7 3.5 3.4 0.9 

1 4 ( ✓J野草沢川） ’ 
， 20.0 11.0 7.4, 51 0.9 8.8 8.8 1.1 

1 3 ’ ’ 18.0 16.0 4.7 76 1.1 5.3 13.4 1.6 
1 2 ’ 

， 1 5.4 1 8.4 'l.O 42 1.2 4.5 9.1 1.2 
1 1（先達川） ’ 

， 
15.0 12.0 7.0 145 1.3 9.8 8 4.3 8.2 

1 0 ’ ’ 15.4 13.4 7.0 48 1.1 4.4, 9.1 0.8 
9 (小先達川） ’ 

， 
“ 13.4 8.0 370 4.2 19.0 60.0 19.3 

8 “ 
， 
’ 15.0 5.0 74 1.0 4.7 16.0 2.0 

7 （生保内川） ’ ’ 
， 
14.2 7.4 102 0.9 4.6 28.0 2.2 

6 ’ 
， 14.4 15.0 5.9 8'7 1.0 4.9 24.0 2.8 

5 44-10.24 晴 12.0 14.5 5.0 71 1.o 4.8 18.0 1.9 

4, ’ ’ 15.0 5.0 72 1.2 4.8 18.3 2.0 
8 ’ 16.0 17.0 7.4 102 0.9 8.3 2 5.7 1.5 
2 ’ 14.6 14.8 5.0 62 0.9 4.8 19.1 1.8 
1 ’ 17.8 15.2 5.0, 7 6 I I 0.9 4.7 18.6 2.0 
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表2-(2) 玉川調査成績（昭和 44年度第 2回）

採水 Fe Mn Ce s04 Sio2 Cu -Pb Cd zn Do BoD 

地点 呪fl, 呪／¢ 呪／¢ 畷／¢ 呟／f 叩／/J, 叩／佐 畷／／ 叩／／ 呵／¢ 咤／佐

区噴 101.84 2.03 3 3 33.2 12 7 6.8 23 7.5 0.010 0.11 Q026 7.52 

8 4, 0.04 痕跡 10.4 1 5.3 2 2.1 0.007 不検出 不検出 不検出

3 3 7.7 8 0.3 3 44.0 364.6 5 5.8 0.0 1 4, ’ 
II o.0 4, 

8 2 0.2 7 0.09 12.8 5 8.7 29.2 0.009 ’ 
， 
不検出

3 1 0.32 0.01 7.1 3 2.4, 24.2 0.018 ’ 
， 
’ 

： 3 0 55.99 1.2 5 1631.2 6 2 1.4, 12 6.7 0.014 0.06 0021 1.5 2 0.6 

2 9 17.33 0.45 567.4 244.3 66.7 0.016 0.02 (1008 0.5 0 

2 8 13.20 U.45 460.9 151.6 5 0.0 0.061 痕跡 Q006 0.3 6 

2 7 0.03 不検出 10.4 3 0.6 29.2 0.011 不検出 不検出 不検出□ 6 9.92 0.36 2 76.6 12 6.6 5 5.0 0.01 7 痕跡 0.005 〇.26 9.7 0.2 
! 2 5 0.03 不検出 7.8 2.8 175 0.004 不検出 不検出 不検出

,; 2 4 6.00 i).82 19 8.6 9 0.1 5 1.7 0.021 ’ 0.003 0.18 
1 2 8 3.88 l.l.21 127.7 64.9 36.? •).0 1 4, ， (l003 0.12 9.7 0.7 
← ! 2 • 2 4.18 i).2 8 1 56.0 7 6.4 46.7 0.036 ， 0.0 0 3 0.16 
i 2 1 0.02 痕跡 7 1 8.9 1 7.2 0.0 07 ’ 不検出 不検出
巨o 8.64 0.26 1312 66.4 42.9 u.9)5 0 

， 
QQ 02, Q.13 9.5 0.8 

1 1 9 0.08 痕跡 7.1 12.7 11.2 u.l) 0 6 ， 不検出 不検出
1 8 i l 3.45 0.25 127.7 7 ().2 42.1 0.00 9 ＇ Q003 0.14 

1 7 ; 2.91 U.20 1 02.8 5 3.6 3 7.5 0.007 ’ (1002 0.12 9.8 i).9 
ー・・

l 5 1.09 U.20 58.~ 33.2 28.7 0.011 ， UO O 1 •. 0.0 8 
1 5 0.01 痕跡 6.4 3.9 12.9 0.004 ’ 不検出 不検出
1 4 :).02 ， 6.4 1 4.1 24.2 0.004 ， ’ I 

13 0.12 ・0.06 20.6 1 7.3 2 4.2 o.u 06 
， ， ， 

9.5 11 

1 2, 0.08 痕跡 8.5 5.8 2 0.4 0.0 05 
， ， ． 

1 1 0.16 0.05 10.4 5 2.1 26.2 痕跡
， ， ， 

] 0 0.12 痕跡 9.2 6'7.4, 20.2 0.00 7 ， ， ’ ， v.o3 ’ 20.6 7 6.3 31.2 0.009 ’ 痕跡 ’ 
8 0.10 0.08 18.4 19.6 16.2 0.0 09 

， 
不検出 ’ 

7 0.11 痕跡 7.1 29.8 8.5 0.008 
，， 

’ ’ 
， 6 u.48 0.08 17.0 22.0 12.9 0.006 ’ 

， 
” 9.7 O.d 

5 0.20 0.09 17.7 22.2 15.8 0.006 ， ， ， 
4, 0.06 0.08 17.7 19.4, 1 4.6 0.009 ， ． ， 

I I 8 O.ul 痕跡 12.l 2 9.8 12.5 0.007 ， ， ’ 9.5 l.8 
2 J.18 0.09 1 7.7 20.6 15.2 0.013 II • ， 9.3 (J.6 
1 0.08 IJ.08 17.7 19.4, 1舎.2 0.01'1 ， ， ， 9.0 1.6 
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表 8 支流 水 質 調 査

調査！， I 
， 

蒸発残留物 Sfi02叩／t.Il K叩／L
， I 

地点 1 名
称 I PH  

叩／L
N四／L C呵／£
.-

番号i
| -7-)1旦9 雙 7月 10月 7月 10月 7月 10月 7月 10月 7月 110月

2 >（大玉深川上沢j流91） 7.2 7.0 110 110 26.6 29.2 LO― 12 4.4 7.3 5. 1 : 1 7.1 
2 戸瀬沢川 7.1 7.1 60 53 1 5.7 17.5 0.5 0.9 3.3 4.4 2.2 4.0 

-2 1 I小和瀬川、 6.8I 6.8 55 50 14.0 17.2 0.6 0.9 4.0 4.2 2.2 6.3 
i 

1 9 湯淵沢川 7.2 7.2 5 1 45 9.8 11.2 0.4 0.9 4.1 4,.5 4.2 5.7 

1 5 I尻高沢川 7.4 7.3 24 33 12.6 12.9 0.2 0.7 8.1 3.5 2.5 3.4 
1 4 I /J舒草沢川 7.5 7.4 48 51 20.7 24.2 0.8 0.9 3.5 8.8 7.1 8.3. 

' 
1 1 先達 JI I 7.2 '1.0 154 145 24.9 2 6.2 0.8 1.3 9.0 9.8 2 1.4 3 4.8! 

， 小先達川 ?.9 8.0 243 3 70 2 5.2 31.2 1.7 4.2 1 1.8 19.0 21.4 60.0' 
71生保内川 7.8 7.4 111 10 2 7.0 8.5 0.6 0.9 4.8 4.6 2 9.4 28.0 

最 低 値 6.8 6.8 24 33 7.0 8.5 0.2 o.7 8.1 3.5 2.2 3.4 

最 高 値 7.9 7.4 243 3 70 26.6 8 1.2 |1.7 4.2 11.8 ! 19.0 3 1.4 | 6 0.0 I i 
： 

← • 

□-M四／ロー叩／L
番号 7月―h0月|7月一了b月

Mn呪／ L Cl呪／L SO呵／L Cu咤／L

7月i1 0月 7月i10月

2 7 2.3 2.2 0.0 3 0.0 31不検出I不検出 10.3 10.4 

2 5 0.8 0.9 0.0 9 0.0 3 
”
 

II 7.8 7.8 

2 1 1.1 1.1 0.03 ; 
I 
0.0 21痕跡I痕跡 7.0 7.1 9.9 ! 

1 9 1.4 1.2 0.2 5 0.0 8 II II '7.0 7.1 1 02 ! 
I 

0.03 

1]叩主匹万I I1 | II 

11~~ 

1 5 0.9 0.9 0.01 
“
 

II 
6.3 6.4 

6.3 6.4 

10.4 

I 2 0.4 ， 

三
001[OO]00

ロ00

j

,
2
1
6
2
1
6
9
1
1
-
0
2
1
2
2
3
6
1
0
-
2
0
 

7

一
呼
⑩

9

、

ー
[
』
[
三
ニ

• I I凍i上‘l o.8 ! 〇.9i o.0 3 i ().0 1 I不検出i不換出！ e．3 i 8.J 
• +――←―→-'|,  : l 
1最高！ 11.311 9.3 ! 0.2 s ; 0.1 6 ! o.o 4: o.o 5 ; 14.1 J 2 o.6 I s 1.3 

I 

I 

7.1 

8.o l 

寸――--:―--・---•·--·----·--·-
3.0 2.8 0.0 0 9痕跡

＇ 一→.-.  -・.--.  

7 6.3 0.0 6 9'G.0 1 1) 
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〗試験方法

PH 硝子電極PH計

BOD WinKlen法による Naaylde変法

蒸発残留物重量法

K.N a 炎光光度計

Ca 彦酸カルシウム沈酸による重量法

~.Fe．ぬ

••Ou.Pb.m} 原預光分光光度計（日立 2 0 7 
牢 替．ランプWestir 5hcuse 社製）

叱｝JORn法

so4 Barium による重量法

s102 MJlyblen blueの比色法

昭和44年度に行う調査に先立ち．昭和48年

1 0月と 12月に予備調査を試みたのであるが．

その時の成線は表1に示すとおりであった。 検

査項目はPH°Ci.,一および so4にすぎたかった

が．地点30以降玉川本流分の数値を流下の順に

示すと図 0のと土りにたる。 すなわちC,lィオ

ンも so4イオンも支流小和瀬川流入後の地点20 

ー183-

および18でやや乱れるが．問もたく減少の一途

を辿り．地点12（鐙畑ダム通過後）からはかた

り吐て<i。 またPHは尻高沢川流下の地点

1 6磯乱．勝ちとなるが．次第に数値が嵩まり

地点1では｛ぅゃく 4.9または5.4を示すように

たる。

図0 玉川の流下による成分(p.

(P;I:I •.C ,f_, -so4) の推移

.,ll , （昭和 43年 10月）

..、“‘),.,.. .. 

＂．，．． u,● 99 9●;;-,r,・-;・・,-.i., 

IV 試験成績
昭和44年度の調査における調査地点はすでに

述ぺたとおりで．前年度と異ならないが．試験項 図2 PH （玉川本］1iならびに支流）

目を大幅に殖やし (Mn.S102.Q．玲．Cd.,Zn,K,Na

Ca.M5.Do.BOll，ヽよび水温）．期日も 7月と 10月

の2回とした。その成線は表2-(1)．および表2

-(2)のと土~りである。次に各項目別に解説をして

行きたい。

(l)P H 

玉川温泉から下流の地点1に至る主で．ならび

に支流の PHの推移の状況を示すと表2のように

なる。

（昭和44年7月，］ 0月）

!̀ 99 9 今≪ f 1, " .. 
ロ：．：圧•
四.,.,..,.. 
.̀,.、
Cコ會直｀f,

•~”‘,.、
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玉川温泉の最大の泉源である大噴（大沸）の泉

水は PH12という強酸性を示すが．冷水Illと合

流してPHL4（地点30)となり．次に渋黒JII 

と合柿してPH18~2.1（地点29)となつて

蒲下し．更に玉川の上怖河川である大深沢191と合

涜（地点26)して玉川本流となつて涜れ．途中

戸瀬111．小和瀬沢川．湯淵沢川．尻高沢川．小野

草沢川などの支瀦を入れて毒水は稀釈されながら

鐙畑ダム通過後田沢湖に入る。 田沢湖に琉入す

る以前の地点 13ではPHa6-4.7を示してい

るが．田沢湖に琉入．生保内ダム通過後の地点8

ではPH4.4~5.0を示すようになる。 これは

田沢湖通過ということと．途中先達III．小先達！11

のJ:I水を入れて希釈されたためと思われる。 そ

の後玉川は更に生保内川と合琉して神代ダム（地

点4.5)に入り． PH5: 0前後となり．更に琉

下して地点1では5.0から5.3を示すようになる。

(2) 麟残留物および珪酸 (s].02) 

玉川混泉泉水の蒸発残留物は． 7月採水分が

2 7 7 6町／£.1 0月分が25 9 6叩／£であ

つた。 またケイ酸 (S].0 2)は． 7月分が

3 0 17咤／L.1 o月分が23 9 5叩／Lであ
つた． この両者とも最高値を示すのであるが．

玉川の涜下に従つて該少して行く状熊を図示する

と図 3-(1)のようになる。 すなわち両者と

も採水時日による変動は少ないが．涜下に従つて

比較的速か厄皮少して地点8に至り．地点6.ま

たは地点5以後は横這い状態を示すようになる．

最終地点1においては蒸発残留物は7月が65 

叩／L-.IO月が76叩／£で．最初の48 -84 

分の1の放とr・ケイ馘ではそれぞれ20ー17
分の 1の値と る。 ただ地点 28から地点 18 

までの間に中だるみのあることは支川の影響かと

思われる。

図 3-(ll 蒸発残留物•ケイ酸

（上流→下流）
啜．9

：］＼口；：調？

且
“” 
39• 

．．、

k‘! 
↑危
”... - ¥  

＂ ら1ぶ；え；ふLー重:,;,,ら '9・．● • 9 ;.らふ—& I 
訊奎屯．ヽ． • 

(8) カリウム(K)およびトリウム (Na)

毒水泉源大噴から下流地点1までのKおよびNa

含量の推移を示すと図8-(2)のようになる。

すなわち大噴の泉水にはKもNaも非常に高い

ことで． Kに2いて、いえば7月が31.3叩／{,.

1 0月が 84.0叩／L．Naの7月は45.5町／

t,. 1 0月が49.0叩／乙である。両者とも流下

の初めに急激に減少するが． Naは地点24から

1 8の間に中だるみを有しながら減少し．地点8

以下1に至るまで横ばい状態を示す。そして7月

検査． 10検査分ともその間に大差はない。

KはNa同様の経過を示すが． Naより減量の

程度が顕著で．殊I'(7月採水分は著しく．地点18

から20（小和瀬川流入）にかけて一時的増量が

認められるが．間もなく減量し．地点6（生保内―

川流入）以後地点 1まで横ばいを続ける。結局当

初からの減量の度合は． 7月分についていえばNa

—·--は最初の 1/9, 1 0月は約17/19となる。

またKはそれぞれ1/44,1/88の減少と

なる。

可l
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（上流→下流） （6）塩素 (CL)と硫酸{SO 4 j 

—— 7月調査分 玉川温泉は塩素イオンと硫酸イオンとを含む酪

-----1 0月' fl 性泉である。 塩素イオンは大哄で7即>3829.6

'lllfj/.f., 1 0月・ 3? 3 3.2町／Lと非常に多い
が．採水期日による変動が顕著ではたい。 さた

硫酸イオンは 7月が10 7 Q,2可／L,1 o月が
1276.8叩／Lで多いが．採水期日による変動
が顕若であるとは言えたい。 ただし硫醸イオン

は塩素よりも低いが．両者とも地点 17（湯淵沢

川涜入）から地点20（小和沿川袴入）に亘る中

だるみを見せなから披少を続け．地点8（田沢湖

々水流入）から以下横ばい状態に入る。 議終地

思われるc
(4)カルンウム(CaH心ひ・マグネシウム(Md

CaもM5も泉酒では馬値を示すが流下に従つ

て希釈せられて減量するととは Naや Kと同様で

あるが．特に顕著な変動を示すことなく．地点8

（田沢湖水洗入後）以後は地点 1'iで殆んど横ば

い状態を示す。 ただ当初Ca量は Mる量にまさ

り． Caの7月は 16 4. 8叩／,I,1 0 Jlt.;tl 2 Q.O 

叩／£であるに対してM3は7月41.6,10月

4 9. 2叩／1である。 そして流下による減量の
程度はCaの7月は当初の約1/17,10月け

1/6. M5はそれぞれ 1/22,1/25の減

量と力るが． Caの方が採取時期による差が若明

であるc

図 3-(31 

9E”"“”” 
c・―̀ ・ら • ..~ 
'...・. -.. 

"’1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1,. 

1t“'." "“““““19 1?、919 9 9 r..亀,
祠全,e.J.
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点 l・では7月． 10月それぞれ塩素イオンでは

1 5. 6. 1て7叩／£．硫酸イオンでは 1'Z6i 

1 9. 4叩／£となつて両者の値が近づく。

クロール心 L)
（上流→下流） ～ 

図 3-(51 

叫ん

と9‘’
各’”

3"  

が言●

7月調査分
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はか左りの高値を示すしぷまた 10月では地点28

《渋悪川）．地点20(～：お和即II涜入）では温泉

本よりも高い値を示しているが．最終姓点1でも

R024可／1．00 1 7可／Lと低くない値を；
示す。 この事態は恐らく途中から流入する支柿

河扉水の影響によるものか｀と思われる。

銅 (cu):i 

（上流→不流）

-7月調査分
-----1 0月 II
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硫酸 (so4) 

（上流→下流）
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(7覇（ Cu)

玉JII硯泉泉水の銅量は 7月採取分ではQO I&, l!IJ 

叩／L.1 o月ではQOlOm<,;/.lで．最初から
かなりの差が視われている。 その後の茄下地点

の成禎をみても相当のばらつきのあることは表2

-(1). 2-(2)陀おいても，また図8ー(7}において

も認められるのみならず， 7月分では地点 22で

(8)亜鉛 (Zn) i 

玉川河川水の亜鉛含有：情祝は図 8-(8)に示

すとおりで．玉ll1桐泉の．Z:n量は 7月採取分で

27 7亨／£． 10月分←で、15 2叩／£であるか

ら．採水時期による差が明らかである。 しかし

亜鉛は図に示したように．流下するに従って速か

妃減少して行き． 7月分で；いえば地点27, 2 5, 

2 4で検出できず．地点28では定量できるが．

(≪l.11"-t/.f..)地点22, 2 1では不検出．地

点20ではU07mg/.f...しかし地点 19, 1 8 

以下では地点 1まで検出されないか地点 17では

痕蔀だけである。 1 0月採水分では減少しなが

らも地点30から 16（尻高沢JII)までは．地点

27.25,26,18を除いて定量できるが．

地点I5から下流ではもけや検出できたい。
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図 3-(8} 亜鉛 (Zn) 

（上流→下流）
吋I
!J, 7月調査分

-----1 0月 II

代’`
峯も大•良 99"”ェし 9499 9Zが 1991、b1,.. 5 4 2 1 

詞令＇f」き一・

(9淘 (Pb)

鉛の含量は一噌交に非常に低い。 大噴の7月採

取検体では0.1 0呵／.t.そして 10月では0.11

叩／£であった。 調査地点で鉛を検出定量でき

たのは 7月． 10月分とも地点30．地点 29だ

けであつた。 また痕跡程度のものは 7月の地点

2 2および地点6だけ． 10月分では地点28. 

地点 26だけで．他の地点ではすべて陰性であっ

た。 地点 34（渋黒ILL)から31 (冷水ILL)ま

で検出できず．地点 30, 2 9で定量し得るとい

うことは琉下途中の混入を考うぺきかと思う。

図 3-(9) 鉛(pb) 

（上流→下流）

呪

いヵドミウム (Cd)

カドミウムは鉛と似た態度をとり．大噴泉水で

は7月も 10月も定量し得られるが．地点28以

下不検出の地点が多くたるが．それでも鉛よりは

検出可能た地点が多い。 すたわち検出可能地点

は7月分で7カ所． 10月で9カ所．また痕跡な

ものは 7月分で 1カ所． 10月分で 1カ所であつ

た。

また含量の最も高いものは大噴の泉水であるが，

以下逓減するものの． 7月分では途中からの混入

を考えざるを得ない。 なお大噴からの混JIIが渋

黒JII合琉地点よりも上涜の地点ではすぺて不検出

であることは鉛同様である。

図3-(10) カドミウム (Cd) 

（上流→下流）
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..し '''.''.' 
““””””“”"“’̀ ”'し 93S 5ヽ.....,叫全屯、そ、

lllB O Dおよび[J0 

玉川本怖と各支流との合怖地点9カ所について

生物学的酸素要求量を測定した。 7月． 10月

とも地点 80では酸性が強く測定不能で．またそ

の他の地点ではU2~18PPm程度の低い成績

が得られただけであつた。

DOは7月． 10月とも地点 30では 14~Q6

と低いが，地点 26以下では水温 16. 6℃ ,156 

℃で5.5P:Pmを越えている。

v 玉川支流の水質について
玉JII福泉を水瀕とする湯111が被黒l11と合流後玉

t, 
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川に入れる 9支怖についての成績を今一度取りま

とめたものが表3である。 各検査項目別に大要

をのぺるた．

PHは7月と 10月の調査成績では6.8~8. 0 

の範囲にある。つまり各支怖は殆んど中性か．ま

たは微弱アルカリ性である。

蒸発残留物は 24叩／£一37 0叩／£で．支

流によつて開きはあるが．そのうちでも最も多い

ものは地点9の小先達川である。

Caは地点 25の戸瀬沢川2.2叩／£から地点

9の小先達｝1|の6Q 0叩／£までで．またM5は

地点 25戸瀬沢｝1|の(l8叩／£から地点9小先達

川の 19. 3叩／£までであるが．いずれも大噴の

それに及ばない。

F eは0.0 1叩／£から地点11先達川のQ28
叩／£までで．大哨のそれに比較すると殆んど問

題にならたい程である。 Mnは不検出からQ05

叩／£までで．これも大噴のそれと比較すると前

者同様である。

c£は6.3~2Q6咤／£の範囲で少ないので
あるが． SO 4はaomi/,f_から地点 9小先達JII 
の76. 3叩／£までで，差がかなりあるとは言え，

大噴のそれに比較すると問題にならない。

その他Cuは痕跡～QO 6 9町／£と低く． Pb

Z Dに至つては．これを含まない支涜が多い。

Cdの検出は前者に比較するとやや多く．小野

草即IIo. 0 3 1叩／l,(7月分）．小缶達川
o.O 3 4町／L：'7月分）であるが．:0月分で

は検出されていたい。

表 3

贋'P7b月叩／LjCd  I叩／£ Zn 丙／£
10月 7月 10月 7 月 10月

27 不検出 不検出 不検出 不検出 オ検出 不検出［

25 ff ， II ’ ” 
i 
fl ； ！ 

21 ” 
II ” ” H ” ， 

19 ” ” ” ” “ ”． ’ 
15 ” 

II ． i,  II 

” ’ ● 

14 ” “ '. 0.03 I 
JI ！ II 

， 

“ 
11 “ ” 杯検出

/f I ，， 
； 
II | ， 

” 痕跡IOO 34 ” i ” ” 
7 II 不検出芥検出 ” ” 

，， 

最低 不検出杯検出i I 

最商 痕 跡 .03 4' 

Vl 各成分の減少率について

玉川混泉の泉水が湯JIIとなつて流れ下り，途中

支琉によつて成分の希釈ということが起るのであ

るが．その主な地点における成分の含有量を玉川

淵泉のそれと比較し．減少の比率を求めたものが

表4である。 まず大噴から菌噴する泉水は冷水

JI［に蔀入する直後の地点30においては各成分は

大体50％程度の減少となる。 そして流下とと

もに減少を続けるのであるが．地点8以下足踏み

状態となる。 この地点までの減少率は．蒸発残

留物では 97 %, Si02 では 94%,Kでは98 

%. Naでは 90 %, Caでは 91 %.、 Mgでは
9 6 %, F eでは 99.9'1,,Mnでは96%. c£ 
9 9. 5 tfJ, so4 9 8 %となつて・このうち Feの

減少率が最も顕若であるが． Na,Caは他の成

分に比較して減少率が小さい。

， 

i 
i 

： 

,~雹!
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表4 各成分の減少率

地点 PH  蒸発残留物％ Sio2 % K ％ Na ％ Ca % l 
番号 7月10月 7月 10月 7月 10月 7月 10月 7月 10月 •7 月 10月

大噴 1.2 1.2 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜1 8 0 1.4, 1.4, 3 8.7 40.0 34.9 46.7 53.1 3 9.9 
44.4, 47.3 45.1 1'1.6 

2 6 2.5 2.8 8 6.0 83.2 8 5.6 76.8 9 5.8 86.8 8 5.1 7 6.5 8 0.6 6 0.0 

2 8 2.7 2.7 9 0.0 89.3 8 6.3 8 4.5 9 6.5 89.4 78.1 83.1 9 0.5 7 6.4, 

2 0 2.8 2.8 9 0.5 88.1 88.2 81.9 9 6.1 8 9.1 82.2 80.6 92.6 72.0 

1 7 2.9 2.9 92.1 91.5 89.8 84.2 9 4.9 89.7 84.6 80.6 92.6 80.5 

1 6 3.3 8.4 9 5.3 94.6 91.6 87.9 96.8 9 5.6 87.0 88.2 94.5 88.1 

1 3 8.6 4.7 9 6.8 9?.l 93.l 89.8 98.l 96.8 89.9 8 9.2 '98.9 88.9 

8 4.4 5.0 9 6.6 97.1 94.8 93.2 98.4 9 7J.. 89.9 90.4 94.7 8 6.7 
ー·-~-·-·-·.—-- ・-----... ·—•—•- --·---•ー・ —ー・ 一

地点 Mg ％ Fe ％ Mn ％ C1 ％ S04 ％ 

番号 7月 10月 7月 10月 7月 10月 7月 10月 7月 10月

大噴

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜8 0 61.8 37.0 4.1.9 45.0 34.3 3 8.4 51.9 5 U 8 8.1 51.3 

2 6 9 0.9 85.4 94.5 90.3 88.1 82.3 9 0.5 91.7 9 1.5 90.1 

2 8 90.1 91.1 96.6 96.2 91.0 89.7 96.3 9 6.2 94.2 94.9 

2 0 9 6.6 90.7 97.6 96.4 91.9 87.2 9 7.9 96.1 93.3 94.8 

1 7 98.0 91.9 9 7.5 9 7.1 9 5.8 90.1 9 7.5 96.9 94.8 95.8 

1 6 94.2 93.9 98.8 98.9 962 90.1 98.7 98.4 97.5 97.4 

1 3 9 5.2 96.7 99.l 99.9 96.2 97.0 99.2 9 9.4, 9?.4, 98.6 

8 9 5.9 95.9 99.8 99.9 96.7 96.1 99.5 99.4 98.4 98.5 
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参考までに玉Jil混泉噴湯量たらびに地点におけ

る流量（m3/Sec)を担げると表5のとおりで

ある。

表 5 玉川の各地点における流量

(1969) 
'一，
i地点番号 1測定月｛量m3/Se c i備考（萄定者）

'こ一噴i 「uo8~Q09l嗅鉱務課調
1 t | 

］ 汀
26 

20 

1 3 

2.18 
国l鎧畑ダム管
26.51 理事務所

2 8.21 

6
 

VJIむ す び

玉川温泉大噴から噴出する熱湯 (98℃)は

PHL 2という強酸性を示す他に各種成分を多量に

含有して＼へるが．柿下過程において．殆んど中性

(PH 7. 0)か．微弱アルカリ性の支流水によっ

て希釈され， PHは調査地点1（角館町附近、檜

木内川との合流前）に到るまでにPH5. 0前後と

なる。

蒸発残留物を初め各溶存成分 {Si02,K,

Na,Ca,M?;,Fe,Mn,C_f_,s04) 

は旅下に従つて減少を続け．調査地点8(田択湖

々水流入）に至つてその後横這い状態に移るが．

その地点までの各成分の減少程度および減少率を

示すと表 6のようになつて．そのうち Feの減少

率が最も大き <,99. 9，，，を示す。 これは恐ら

＜琉下の途中において希釈ということ以外に不溶

性の鉄として析出沈澱も多分にあつたものと考え

られる。

また Cu,C d, P b1i:どの成分は栢泉中に存

表 6 流下によみ各成分の落差たらびに減少率

I成
＇ 7 月 1 0 月 I 
分
含有晨 町／£ 減少率 ％ 含有屋 叩／£ 減少率 ％ 

蒸発残留物 2715-95 9 6. 6 2596.0-74 9 7.1 

8102 3017-15.7 94.8 237.5-16.2 9&2 

k 31.1- 0.5 9 8.4 84.0- LO 9 7 1 

N a 4ヽ5.5- 4.6 8&9 49.0- 4.7 9Q4 

CCaa 164.&- 8.8 94.7 . 12uoー16.0 86.7 

M t 416- 17 9 5. 7 49.2- 2.0 9 5.9 

fi' e 92.50- Q2 9 9.8 10 18←Ql 99. 9 

M n 210-U07 0 6.7 2.0 3-QO 8 96. 1 

C L 3829.6-15.6 9 9.5 333 3. ~117 99.4 

so4 10 7Q2-1て6 9 8.4 1270.8-19.4 9 8.5 

•• 

在するとは言え，その量は多からず．また階段状

に希釈減少するということは少なく．時に現われ

て時に消えバ合も流下途中の混入を考えざるを得

ないが．このことについては今後更に調査を要す

べきものと思われる。

追記 本調査を実施するに当り当初から絶大

な御努力ならびに御協力を辱うした秋田県土木部

河川課漑橋信男技師たらびに鎧畑ダム管理事務所

の皆様に対し．心からなる感謝を捧げさす。
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